
加藤之敏先生のご遺志を継ぎ、更に

　辞書を引くと、「紀要」には要点を書き記してまとめて一冊とし、次々に刊行すると言う意味がある。本

年度学部として 15 年、新体制の大学としての完成年度 4 年という、節目の年度を迎えた。先生方の日々の

研究とその成果、図書・紀要委員会のご尽力等により、継続性が担保され第 16 号の紀要の刊行を迎えるこ

とができたことを感謝し、今後ますます発展することを期待するものである。

　さて、今回の紀要には意味深いことがもう一つある。それは学部設立、さらにそれ以前より常葉の美術・

デザイン教育にご尽力と成果を残された故 加藤之敏先生を偲び、思いをはせる紀要であるということである。

　加藤先生は、平成 29 年 7 月 25 日に他界されるまで半年以上に及ぶ闘病生活を送られる中で、ご自身のラ

イフワークであり研究でもあった、グラフィックデザインとデザインによる地域創生と活性化の実践結果を

まとめられていた。クリエイターであり研究者である我々は、ふとすると独りよがりの研究等に陥ってしま

いがちである。しかし先生は、次の世代の育成や周りの人たちのことを考慮した活動を最後までなされてい

たのである。今回の報告集は、そのような先生の仕事の一端が垣間見られる内容となっている。

　発足して間のない常葉大学造形学部では、紀要が学部情報や学部広報の役割も兼ね備えている。例えば毎

巻掲載されている学部教員の特徴である制作等に係る報告集と地域貢献に係るプロジェクト実施報告集に表

れているように、論文発表の場として活用していただくばかりでなく、教育や正課外活動の成果報告や結果

を公表する場としてますます活用していただきたい。このことも先生のご意思であると思えるのである。

　また論文発表に関しては、Google Scholar Citations というある意味おそるべきサイトがあり、過去に発

表した論文がどのくらい引用されたかが一目でわかる。私も含め、まだまだ引用・活用されているとは言い

難い状況である。ただ、思いがけず 2002 年に執筆した論文が引用され、その後 15 年経っても忘れられてい

ないことで、自分の研究生活を振り返るよすがとなっているのである。諸先生にもご自身の研究を公開して

いただけると、大学および学部の評価を江湖に高める一助となり、これもまた加藤先生のご意志であると考

え、お願い申しあげたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   2017 年 12 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　造形学部長　合　津　正之助

巻頭言
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